
 
佐賀県研究成果情報（作成 2023 年 3 月） 

［情報名］茶専用営農支援ソフトの活用による生産履歴自動出力システム 

［要約］操作性に優れる茶専用営農支援ソフト「茶畑日誌」を選定し、記録した茶園管理デ

ータを基に西九州茶市場への生産履歴提出が簡便になる生産履歴自動出力システムを

開発した。 

［キーワード］茶畑日誌、生産履歴、営農支援システム 
［担当］佐賀県茶業試験場 製茶研究担当 

［連絡先］ＴＥＬ:0954-42-0066  メールアドレス：chagyoushiken@pref.saga.lg.jp 

［分類］普及 

［部会名］茶業専門部会 

［専門］利用加工 

 

［背景・ねらい］ 

現在、一人当たりの経営規模が拡大しており、営農支援ソフトによる茶園作業情報の一元

管理や情報活用、作業の効率化が求められる。また、消費者の食の安全性に対する関心が高

まり、トレーサビリティに対応できる体制が求められているが、出荷ロット毎の生産履歴の

作成は煩雑であり茶農家にとって大きな負担となっている。 
そこで、茶園管理に有効な営農支援ソフトを選定するとともに、生産履歴への出力を可能

とする機能拡充を図る。 
 
［成果の内容］ 

１．主要な営農支援ソフトの機能を比較したところ、茶専用である「茶畑日誌（寺田製作所）」

は、茶に関連する作業・品種・樹高項目等が初期設定されているほか、視認性や操作性が

優れることから、茶園管理情報の入力に有用である（表１）。 
２．本システム開発メーカーとの連携により、記録した茶園管理データを基に西九州茶市場

指定の生産履歴様式に出力できる生産履歴自動出力システムを開発した（図１）。 
３．生産履歴自動出力システムでは、対象期間の指定、市場受託番号の入力、対象茶園の選

択により、簡便に生産履歴が出力でき、PDF および Excel 形式で出力される（図１）。 
 
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．西九州茶市場への生産履歴提出業務に活用できる。 
２．生産履歴自動出力システムは、佐賀県内の茶生産者限定としており、利用したい場合は

茶業試験場へ相談すること。 
３．茶畑日誌をスマートフォン単独で使用する場合、作業データが端末に保存されるため、

データ共有ができないこと、端末の機種変更時にデータ引継が必要であること、意図せず

端末が故障した場合データが消失することに留意する（2023 年 2 月時点）。 
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［具体的なデータ］ 
 
表１ 主要な営農支援ソフトの機能比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶園管理データ記録         生産履歴出力            出力された生産履歴 
    

図１ 生産履歴の出力機能のイメージ 

 
［その他］ 

研究課題名：茶生産情報活用による大型共同製茶工場運営支援技術の開発 
予算区分：県単 
研究期間：2017-2021 年度 
研究担当者：山口幸蔵、北原ミチル、中村典義、宮崎秀雄 
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令和3年産

生産履歴

氏名

（工場名）

圃場番号 圃場名 品種名

1 N1 やぶきた

防除
散布日 濃度（希釈倍数） 摘採使用基準日数

5/21 1,000 14

5/28 2,000 7

7/21 2,000 7

8/12 2,000 14

9/3 2,000 14

9/9 1,000 7

9/9 500 14

除草剤 摘採日
散布日 散布薬剤名 茶期 摘採日

1茶 4/27

施肥日 肥料名

2/19 うれしの茶配合　春 4.9 kg

4/6 苦土硫安2号 1.2 kg

5/20 苦土硫安2号 24.4 kg

7/16 苦土硫安2号 24.4 kg

8/20 あづみん苦土石灰 4.9 kg 12345

佐賀県茶業試験場 佐賀県嬉野市嬉野町大字下野丙1780-5

4.1

アプロードエースフロアブル

（10a当り）施肥（液肥も含む）

西九州茶農業協同組合連合会

受託番号

生 葉 生 産 記 録 （圃場別）

住所

面積（a）

散布薬剤名

アルバリン顆粒水溶剤

ナリアWDG

グレーシア乳剤

グレーシア乳剤

アグリメック

フジドーフロアブル

施肥量

2023年 2月時点 

防除 

施肥 摘採 

茶園情報 

除草 

①出力する期間の指定 

②受託番号入力 

③茶園選択（複数選択可） 

④「データ出力」押下 


